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放射性物質の放出を抑制Vol.06

・当発電所の安全性を向上させる取り組みについて連載で紹介しています。
・ 福島第一原子力発電所事故では、巨大な津波により、電源や原子炉を冷やす機能を失いました。
・その結果、原子炉と格納容器が高温・高圧となり破損、放射性物質を大気中に放出するとともに    
  水素爆発を招いてしまいました。
・福島第一原子力発電所事故の反省と教訓を踏まえて、想定外の事態にも備えて徹底した安全対策
  を講じ安全性を高めています。
・今回は、万が一の事故が起きた場合に備え、当発電所の「重大事故による放射性物質の放出・拡
  散を最小限に抑えるための対策」と「水素爆発を防ぐための対策」を紹介します。

原子炉建屋から放射性物質が漏えいする恐れが
ある場合、大容量送水車と放水砲を接続し原子
炉建屋に放水します。
これにより放射性物質を地上にたたき落とします。
万が一に備え、放水砲は社員が操作できる
よう日々訓練を重ねています。
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電気を使わずに触媒の働きを利用します。
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万が一、炉心が損傷するような事故に至った場合でも、
新設配管や代替熱交換器車などを活用し、約10日間
は放射性物質の大気中への放出を回避します。
格納容器内の気体を大気中に放出せざるを得ない場
合に備えて「フィルタベント設備」を設置し、可能な限り
放射性物質を取り除き、放射性物質の大気中への放
出を大幅に抑制します。

フィルタ装置内の水と金属フィルタを通すことで、放射性セ
シウムなどの粒子状の放射性物質を1000分の1以下へ低
減（99.9%以上除去）します。
また、よう素フィルタを通すことで、気体状の放射性物質の
うち放射性よう素を50分の1以下へ低減（98%以上除去）
し、大規模な土壌汚染と避難の長期化を防ぎます。
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万が一、炉心損傷によって炉心から発生した水素が原
子炉建屋に漏えいした場合に備え、水素濃度の上昇を
抑える設備です。水素と酸素を結合させて水（水蒸気）
に変えることで、原子炉建屋の水素爆発を防ぎます。
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